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 腸管は、腸内細菌や⾷餌性抗原など無数の外来抗原に⽇常的に曝されている特
殊な器官である。腸管を覆う上⽪細胞は、外来抗原に対する第⼀線の防御バリア
を形成しており、腸管の恒常性維持に寄与する重要な細胞である。腸管上⽪細
胞は、その表⾯にさまざまな糖鎖を発現しており、なかでも2型フコース転移酵素
（Fucosyltransferase 2: Fut2）を発現することで、糖鎖の末端にα1,2-フコースを
付加している。これまでの研究から、腸管上⽪細胞が発現するα1,2-フコースは、
Bacteroidesを含む腸内細菌の栄養源となることが報告されており、α1,2-フコー
スの発現誘導機構を明らかにすることは、宿主と腸内細菌叢の共⽣システムを理
解する上で重要と考えられる。我々は腸管上⽪細胞におけるα1,2-フコース付
加（フコシル化）の誘導機構について解析を⾏い、これまでにセグメント細菌を
含む腸内細菌が、腸管3型⾃然リンパ球	(Group 3 innate lymphoid cell: ILC3)を
介して上⽪細胞のフコシル化を誘導することを明らかにした。本セミナーでは、
腸管上⽪細胞のフコシル化誘導・制御機構に着⽬し、宿主と腸内細菌の共⽣シス
テムの⼀端について紹介したい。	
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